
30歳

大人のスタイル

■調査目的 岡山の30歳前後の独身女性の行動や意識を知る

■調査方法 インターネット調査

■調査期間 2008年10月20日～10月13日

■調査対象者 岡山県在住の26歳～35歳の働く独身女性　

■有効回答者数 172人

■調査機関 岡山情報文化研究所

■回答者の属性

カテゴリ 件数 (全体)% カテゴリ 件数 (全体)%

正社員 127 73.8 オフィスワーク 65 37.8

契約社員 29 16.9 販売・サービス・営業 20 11.6

派遣社員 0 0.0 ファッション・コスメ・美容 4 2.3

パートタイム 4 2.3 ホテル・ブライダル・旅行 3 1.7

アルバイト 6 3.5 食品・レストラン 8 4.7

自営 5 2.9 住宅・インテリア 4 2.3

学生 0 0.0 教育・人材 11 6.4

無職 0 0.0 マスコミ・クリエイター 11 6.4

その他 1 0.6 コンピューター・技術 4 2.3

医療・介護 35 20.3

計 172 100.0 その他 7 4.1

計 107 100.0

独身アラサーの選択

岡山情報文化研究所

調査結果概要(抜粋）

　・転職経験者は65.1％で、転職のハードルは低め。

　・定時にはなかなか帰れないが、現在の職場の満足度は67.1％。

　・約7割が「仕事と家庭の両立」希望、約3割が「家事・育児優先」希望。

　・親との同居率が非常に高いため（67.4％）、可処分所得が高い。

　・過半数が毎月「30,000円以上」貯蓄をしており、節約・貯蓄意識もしっかりある。

　・学ぶことが好きで、半数が習い事をしている。

　・これまでにお付合いした男性の数は4.2人、3人に1人は不倫経験もアリで、恋愛は柔軟。

　・常に「ちょっと上」を目指すため、年上の大人の男性にも魅かれてしまう。

　　よって、パートナーの理想の年収は少し高めの535万円。

　最も消費意欲が旺盛で、「キャリアか？結婚か？」「仕事と家庭の両立スタイルは？」な

ど、大きなテーマにぶつかる30歳前後の独身女性たちに、『仕事』『お金』『恋愛』につ

いて聞いてみました。
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　●東京23区の独身アラサー同居率44.2％に比べ、岡山では同居率67.4％！

同居？ひとり暮らし？　（単一回答） ＊平成17年国勢調査より算出。

　●現在「転職」を考えている人が半数弱。65.1％が転職経験者。

今、「転職」を考えている？　 （単一回答）

転職回数　 （単一回答）
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　転職について、半数弱が現実的に考えている。　「将来

的に考えている」人は、結婚や出産を機に働き方を変えよ

うと考えていたり、キャリアアップを思案中などと思われる。

　「1回以上」転職したことがある正社員は58.3％を占める。

「2回以上」という正社員は33.8％に上り、転職のハードル

は下がっている。契約社員のほうが転職回数が多いのは

当然であるが、岡山の独身アラサー契約社員の転職回数

は「1回」34.5％、「2回」31.0％となっており、決して多くな

い。契約期間が長い、または延長が多いなどが推測され、

給与面・福利厚生面などを除き、正社員と違いのない働き

方をしていると考えられる。
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家族以外の人と同居 ひとり暮らし

岡山情報文化研究所
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　●34.3％は、結婚後も仕事を「これまでと変わることなく続けたい」。

結婚しても働きつづけたい？　（単一回答）

現在の職場の満足度　【×結婚後の働き方】　（単一回答）

　結婚後の働き方をたずねたところ、「これまで

と変わることなく続けたい」「職種や雇用形態を

変更して続けたい」といった、働き続けたい女

性が69.2％を占めた。「子供が大きくなったら再

就職したい」人は2.9％にとどまっており、休む

ことなく育児と仕事を両立させる意向である人

が多い。

　一方、「子供ができるまで続けたい」「できれ

ば続けたくない」「絶対に続けたくない」といっ

た家事・育児を優先する女性は27.9％を占め

ている。

　上記の結果を受けて、現在の職場の満足度を比較してみた。サンプル数が少ないグループがあるため断定はで

きないが、結婚後も働く意向のある人は、現在の職場の満足度が高いようである。中でも「これまでと変わることなく

続けたい」人は、「80％以上」が49.1％にも上り、うち10.2％が「100％」と回答している。
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　●過半数が毎月「30,000円以上」を貯蓄へ。

月々の貯蓄代は？　　（数量回答）

　●パートナーに求める理想の年収は、5,345,562円。

パートナーに求める「理想の年収」は？　（数量回答）

今回の調査項目

仕事編 ・ やっている資産運用 ・ 恋人と会う頻度

・ 出勤時間 ・ パートナーに求める理想の年収 ・ デートの支払い

・ 退社時間 ・ 1ヶ月の通勤費 ・ 合コンへ行く頻度

・ 働く理由 ・ 1ヶ月の携帯電話代 ・ これまでに付き合った恋人の人数

・ 現在の職場の満足度 ・ 1ヶ月の生活雑貨、消耗品代 ・ 社内恋愛の経験

・ 転職意向 ・ 平日のランチ代 ・ 不倫の経験

・ 転職回数 ・ 1ヶ月の食費 ・ 結婚したい年齢

・ オンとオフの割合 ・ 1ヶ月の交際費 ・ 現時点の親との同居率

・ 仕事と恋愛の選択 ・ 1ヶ月のコスメ代　 自由回答

・ 結婚後の働き方 ・ 1ヶ月の美容室、エステ代 ・ 仕事をしていてよかったと思うとき

マネー編 ・ 1ヶ月のファッション代 ・ 仕事を辞めたくなるとき

・ 年収 ・ 1ヶ月の習い事・スクール代 ・ 周りの「嫌な上司」

・ 月収 ・ 1ヶ月の娯楽費 ・ 転職を考えた理由

・ 年間ボーナス 恋愛編 ・ 恋愛よりも仕事のほうが大事な理由

・ 1ヶ月の貯蓄代 ・ 「恋人」に求めるもの ・ 仕事よりも恋愛のほうが大事な理由

・ 現在の貯蓄額 ・ 「結婚相手」に求めるもの ・ 恋人がいない理由

・ 1ヶ月の生命保険代 ・ 恋人の有無
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　　87.6％が毎月貯蓄をしており、平均額は34,135円という結果となっている。

　正社員は毎月のお給料の18.4％を、契約社員は14.1％を貯蓄へ回している。

　約6割の女性はパートナーに対して「400万円～600万円未満」の年収を望んでおり、平均額は5,345,562円。岡

山県男性32.6歳の平均年収435万円（厚生労働省「平成18年度賃金構造基本統計調査」から算出）と比較する

と、100万円多く望んでいる。

岡山情報文化研究所

　　本件に関するお問い合わせ
　　　　　　　　　協同組合　岡山情報文化研究所／神田、原内　　　電話 086-805-6306　（4月より086-225-8181）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　「トレンドウォッチャー」（http://www.vis-a-vis.co.jp/home/）
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